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中
古
和
文
に
お
け
る
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界

一
　
は
じ
め
に

話
し
こ
と
ば
の
テ
ク
ス
ト
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
順
次
交
替
す
る

「
会

話
」
と
、
両
者
い
固
定
的
な

「
語
り
」
に
三
分
さ
れ
る

（∪
”
巨

８
雷
、
工

藤

一
九
九
五
参
照
）
。
物
語
や
小
説
に
お
い
て
は
、
会
話
文
／
地
の
文
の
別

が
、
会
話
／
語
り
の
別
に
対
応
す
る
と
考
え
て
よ
に
。

会
話
文
と
地
の
文
は
、
作
中
人
物
の
発
話
で
あ
る
か
否
か
に
よ

っ
て
も
区

別
さ
れ
る
。
宮
坂

（
一
九
五
五
）
は
、
両
者
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

会
話
文
…
表
現
者
が
そ
の
距
離
を

「
ゼ

ロ
」
に
し
、
登
場
人
物
自
身
と

な

っ
て
、
そ
の
話
し
合
い
や
考
え
て
い
る
内
容

。
心
情
の
あ
り
方

を
直
接
的
に
表
白
し
た
も
の
　
　
　
（宮
坂

一
九
五
五
、　
一
四
頁
）

地
の
文
…
表
現
者
が
そ
の
特
定
の
構
想

［
・
・
・
］
を
、
時
間
の
流
れ

に
従

っ
て
線
条
的
に
く
り
ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
部
分
　
　
　
　
（同
上
）

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

黒
木
　
邦
彦
　
　
藤
本
真
理
子

清
田
　
朗
裕
　
　
森
　
　
勇
太

２

）
　

　

　

　

　

　

　

テ
ク
ス
ト
　
　
　
　
視
点

会
話
文
　
　
会
話

（相
互
的
）
　

作
中
人
物

地
の
文
　
　
語
り

（
一
方
的
）
　

語
り
手

（作
者
？
）

一
一　
会
話
文
の
標
識

前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
会
話
文
と
地
の
文
は
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の

類
型
が
異
な
る
。
近

。
現
代
の
小
説
な
ど
は
そ
の
違
い
に
意
識
的
で
、
両
者

の
境
界
を
記
号

（た
と
え
ば

「　
」
）
に
よ

っ
て
標
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

中
古
の
物
語
や
日
記

（以
下

「中
古
和
文
し

に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
号
が

見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
『
眠
江
入
楚
』
な
ど
の
中
世
の
注
釈
書
に
お
い

て
は
、
会
話
文
と
地
の
文
を
区
別
す
る
目
的
か
ら
、

（
二
）
　

　

い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
そ
　
　
弄
う

つ
せ
み
の
詞
云
々
　
此
義

非
也

小
君
は
源
の
御
前
よ
り
か

へ
り
て
う

つ
せ
み
に
い
つ
く
に

お
は
し
ま
す
そ
と
ゝ
ふ
声
也



こ
ゝ
に
そ
ふ
し
た
る
　
　
花
小
君
か
い
ら

へ
也
　
是
又
非
也

弄
の
義
と
同
じ
　
白疋
は
う

つ
せ
み
の
返
答
　
ま
ら
う
と
は

ね
給
ぬ
る
か
と
源
の
事
を
御
前
よ
り
か

へ
り
た
れ
は
小
君

に
と
ふ
詞
也
　
　
（眠
江
入
楚
、
二
、
第
木
、　
一
八
七
頁
）

の
よ
う
な
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
読
解
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
、
当

時
か
ら
す
で
に
、
両
者
を
区
別
す
る
必
要
性
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

阪
倉

（
一
九
五
九
）
は
、
中
古
和
文
の
会
話
文
の
前
後
に
、
次
の
よ
う
な

形
式
が
現
れ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
を
目
印
と
す
れ
ば
、
会
話
文
の
識
別

は
容
易
で
あ
る
。

十
八
世
紀
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、

会
話
文
を
表
示
す
る
引
用
符
は
、
物
語
の
文
章
な
ど
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
発
達
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、

こ
の
種
の
文
章
に
は
、

い
は
く
…
…
と
い
ふ
。
い
ふ
や
う
…
…
と
い
ふ
。
い
ひ
け
る
は

…
…
と
い
ふ
。
い
は
く
…
…
と
。
い
は
く
…
…
と
て
、
い
ふ
や
う

…
…
と
て
、
い
ふ
…
…
と
て
、
い
は
く
…
…
。
い
ふ
や
う
…
…
。

い
ふ
…
…
。
…
…
と
い
ふ
。
…
…
と
あ
り
。

と
い
う
よ
う
な
語
句
が
、
会
話
文

［
・
・
・
］
の
前
後
、
ま
た
は
前
な

い
し
後
に
お
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ｔ

・
・
］
後
述
の
ご
と
く
間
接

話
法
的
な
も
の
と
の
区
別
、
な
い
し
は
、
実
際
の
発
話
に
い
た
ら
ず
し

て
、
単
に
心
中
の
お
も
い
を
あ
ら
わ
す
に
す
ぎ
な
い

「
心
話
」
と
い
う

べ
き
も
の
と
の
区
別
に
は
、
微
妙
な
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
往
こ
れ
ら
を
目
じ
る
し
に
し
て
会
話
文
を
ひ
ろ
い
だ
す
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（阪
倉

一
九
五
九
、　
一
九
六
頁
）

〓
一　
問
題
の
所
在

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（岩
波
書
店
）
や

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
（小
学
館
）
な
ど
も
、
阪
倉
が
挙
げ
る
よ
う
な
形
式
を
目
印
と
し
て
、

会
話
文
を

「
　
」
で
括

っ
て
い
る
。
し
か
し
、　
一
〇
世
紀
半
ば
以
降
の
中
古

和
文
に
は
、　
↓

（
三
）
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
始
ま
り
が
不
明
な
例

（傍

（
３
）

線
部

の
ど

こ
か
ら
が
源
氏

の
発
話
か
、
正
確

に
は
わ
か
ら
な

い
）
、
ｂ
）

（
四
）
の
よ
う
に
、
話
し
手
の
交
替
を
特
に
標
示
し
な
い
例

（「
φ
」
は
言
語

形
式
が
な
い
こ
と
を
示
す
）
、　
ｃ
）
（五
）
の
よ
う
に
、
同

一
人
物
の
発
話
を

「―
と
」
で
続
け
る
例
が
少
な
く
な
い
。

（
三
）
　

　

［源
氏
は
］
後
辺
の
山
に
立
ち
出
で
て
、
京
の
方
を
見
た
ま
ふ
。

は
る
か
に
霞
み
わ
た
り
て
、
四
方
の
梢
そ
こ
は
か
と
な
う
煙
り

わ
た
れ
る
ほ
ど
、
絵
に
い
と
よ
く
も
似
た
る
か
な
。
か
か
る
と

こ
ろ
に
住
む
人
、
心
に
思
ひ
残
す
こ
と
は
あ
ら
じ
か
し
」
と
の

た
ま

へ
ば

［
・
・
・
］
　

　

　

（源
、
若
紫
、　
一
、
二
〇
二
頁
）

（
四
）
　

　

〔女
一房
ι

「
い
と
い
た
う
ま
め
だ
ち
て
、
ま
だ
き
に
や
む
ご
と
な

き
よ
す
が
定
ま
り
た
ま

へ
る
こ
そ
、
さ
う
ざ
う
し
か
め
れ
」
。

φ

要
一房
Ｌ

「
さ
れ
ど
、
さ
る
べ
き
隈
に
は
、
よ
く
こ
そ
隠
れ

歩
き
た
ま
ふ
な
れ
」
な
ど
言
ふ
に
も

［
・
・
・
］

（源
、
弔
木
、　
一
、
九
四
～
九
五
頁
）

（五
）
　

　

〔少
将
）
コ

・
・
・
］
ら
う
た
う
な
ほ
お
ぼ
え
ば
、
こ
こ
に
迎

ヘ

て
ん
」
と
、
〔少
将
二

さ
ら
ず
は
、
あ
な
か
ま
と

て
も
や
み
な



ん
か
し
」
と
の
た
ま

へ
ば

［
・
・
・
］
　

（落
、
第

一
、
九
頁
）

（
三
）
～

（五
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
古
和
文
の
会
話
文
と
地
の
文
の

境
界
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い

（阪
倉

一
九
五
九
、
同

一
九
七
五
、
池

（
４
）

田
二
〇
〇
二
も
参
照
）。
本
稿
で
は
、
会
話
文
の
前
後
の
形
式
を
調
査

。
分

析
し

（四
節
）、
中
古
和
文
に
お
け
る
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界
に
つ
い
て

考
察
す
る

（五
節
）
。
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
黒
木
ほ
か

（二
〇
〇
八
）
と

同
様
で
あ
る
。
調
査
文
献
は
次
の
と
お
り

（傍
線
部
は
以
下
の
本
文
中
で
の

略
称
。
出
典
は
先
頭

一
字
の
み
で
示
す
）。

『竹
取
物
語
』
『
う
つ
ほ
物
語
』
『落
窪
物
語
』
『和
泉
式
部
日
記
』
『源

周
物
語
』
『夜
の
日
釧
』
『ｄ
引
力ゝ―
へ―
ば
や
物
語
』

四
　
調
査

。
分
析

四

。
一　

通
達
動
詞
の
位
置

『竹
取
』
に
は
、
会
話
文
の
前
に
通
達
動
詞

（お
よ
び
、
そ
れ
に
由
来
す

る

「
言
は
く
」
や

「言
ふ
や
う
」
な
ど
）
を
と
る
例
が
多
い

（波
線
部
の
よ

う
に
、
会
話
文
の
後
の
通
達
動
詞
と
重
複
す
る
点
も
注
目
さ
れ
る
）
。

（六
）
　

　

帝
聞
こ
じ
め
し
て
、
内
侍
中
臣
の
ふ
さ
子
に
の
た
ま
ふ
、
「多

く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
あ
は
ざ
な
る
か
ぐ
や
姫
は
、

い
か
ば
か
り
の
女
ぞ
と
、
罷
り
て
見
て
参
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（竹
、
五
六
頁
）

（七
）
　

　

（羽
、
皇
子
に
申
す
や
う
、
「
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
か
、
こ
の
木

は
さ
ぶ
ら
ひ
け
む
。
あ
や
し
く
、
う
る
は
し
く
、
め
で
た
き
物

に
も
」
と
申
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
、
三

一
頁
）

し
か
し
、
『
竹
取
』
を
離
れ
る
と
、
会
話
文
の
前
の
通
達
動
詞
が
、
む
し

ろ
希
有
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。　
一
〇
世
紀
後
半
の
成
立
と
さ
れ
る

『
う

つ
ほ
』
や

『
落
窪
』
か
ら
は
、
少
量
な
が
ら
も
、

（八
）
　

　

侍
従
、
あ
て
宮
の
御
方
に
お
は
し
て
、
か
く
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

男
池
水
に
　
玉
藻
沈
む
は
　
鳩
鳥
の
　
思
ひ
あ
ま
れ
る
　
一涙
な

り
け
り
』
と
は
御
覧
ず
や
」
と
聞
こ
え
た
ま

へ
ば

［
・
・
・
］

（う
、
藤
原
の
君
、　
一
五
〇
頁
）

（九
）
　

　

右
大
臣
の
た
ま
は
く
、
「
子
の
生
ま
れ
た
る
に
、
祖
父
、
父
、

よ
ろ
こ
び
を
す
る
、
か
し
こ
き
子
な
り
」
と
申
し
た
ま
ふ
。

（落
、
第
二
、　
一
七
三
頁
）

の
よ
う
な
例
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、　
一
一
世
紀
以
降
の
成

立
と
さ
れ
る
作
品
に
は
、
こ
う
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
¨
。
『竹

取
』
の
会
話
文

一
九
三
例
の
う
ち
、
通
達
動
詞
が
前
に
来
る
の
は
、
三
八
％

弱
の
七
三
例
に
上
る
。
こ
の
数
値
は
突
出
し
て
お
り
、
次
点
の

『
う

つ
ほ
』

で
す
ら

一
〇
％
に
満
た
な
い
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
会
語
文

　
　
一則
に
通
達

竹
取
　
　
　
　
　
一
九
二
　
　
　
七
四

う

つ
ほ
　
　
　
　
八
三
二
　
　
　
八
三

落
窪
　
　
　
　
一
一
四

一　
　
　
一
一八

和
泉
式
部
　
　
　
　
八
〇
　
　
　
　
一
一

源
氏
　
　
　
　
一
一
一〇
四
　
　
　
　
四

寝
覚
　
　
　
　
　
五
九
四
　
　
　
　
一二

と
り
か

へ
　
　
　
一
一四

一　
　
　
　
一

（三
八
％
強
）

一
〇
％
弱
）

二
％
強
）

三
％
弱
）

一
％
弱
）

一
％
弱
）

一
％
弱
）



四

。
二
　
主
語

（会
話
文
の
話
し
手
）
の
位
置

会
話
文
の
前
に
通
達
動
詞
が
現
れ
る
例
は
、
大
抵
そ
の
主
語

（会
話
文
の

話
し
手
）
を
明
示
す
る

（な
お
、
基
本
語
順
に
従

っ
て
、
主
語
が
通
達
動
詞

に
先
行
す
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
。

（
一
一
）
　

翁
答
ふ
、
「
定
か
に
作
ら
せ
た
る
も
の
と
聞
き

つ
れ
ば
、
返
さ

む
こ
と
い
と
易
し
」
と
う
な
づ
き
を
り
。
　

　

（竹
、
六
六
頁
）

（
一
二
）
　

明
け
ぬ
れ
ば
、
帯
刀
に
衛
門
が
言
ふ
、
「
し
か
じ
か
の
こ
と
あ

る
べ
か
な
る
を
、
心
憂
く
も
言
は
ぬ
に
こ
そ
。
遂
に
隠
れ
あ
る

べ
き
こ
と
か
は
」
と
言
ひ
け
れ
ば

［
・
・
・
ズ
落
、
巻
二
、　
一

六
三
頁
）

２

一
）
（
一
二
）
の
よ
う
な
例
の
量
的
分
布
は
、
次
の
と
お
り

（例
数
が
極

端
に
少
な
い

『
和
泉
式
部
』
以
下
は
省
略
）
。

２

三
）
　
　
　
　
　
　
前
に
通
達
　
　
主
語
あ
り

竹
取
　
　
　
　
七
三
　
　
　
　
エハ
四
　
（八
八
％
弱
）

う

つ
ほ
　
　
　
八
二
　
　
　
　
五
七
　
（六
九
％
弱
）

落
窪
　
　
　
　
一
一八
　
　
　
　
一
一
一

（七
五
％
　
）

『竹
取
』
な
ど
に
は
、
会
話
文

の
前
に
通
達
動
詞
が
現
れ
、
か

つ
、
そ
の
主

語
を
明
示
す
る

（
つ
ま
り
、
会
話
文

に
先
行
す
る
地
の
文
が
、
［主
語
―
述

語
］
と
い
う
構
造
を
と
る
）
例
が

一
定
数
見
出
さ
れ
る
。
会
話
文
の
前
の
通

達
動
詞

（署
口
は
く
」
や

「
言
ふ
や
う
」
な
ど
も
含
め
て
）
は
、
述
語
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
、
単
な
る
会
話
文
の
始
ま
り
の
標
識
と
い
う

見
方
は
、　
一
面
的
に
過
ぎ
る
。

四

・
三
　
成
分
な
し

会
語
文
の
前
後
に
、
通
達
動
詞
や
主
語
は
お
ろ
か
、
補
語
や
副
詞

（以
下
、

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て

「成
分
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、
副
詞
節
や
条
件
節
は
成
分

に
含
め
な
い
）
す
ら
現
れ
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。

（
一
四
）
　

［左
大
臣
が
］
泣
き
た
ま
ひ
ぬ
。
φ

僚
５

「
い
と
浅
は
か
な

る
人
々
の
歎
き
に
も
は
べ
る
な
る
か
な
。
Ｔ

・
・
］
今
御
覧

じ
て
む
」
と
て
出
で
た
ま
ふ
を
、
大
臣
見
送
り
き
こ
え
た
ま
ひ

て

［
・
・
・
］
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
、
葵
、
二
、
六
四
頁
）

（
一
五
）
　

蔵
人
の
主
う
ち
笑
ひ
て
、
「
み
づ
か
ら
の
た
め
に
多
く
し
は
ベ

れ
ど
も
、
こ
と
に
ひ
と
な
む
愛
で
は
べ
ら
ぬ
」
φ
。
（う
、
祭
の

使
ひ
、
四
八
五
頁
）

（
一
六
）
　

［尚
侍
が
］
い
と
い
み
じ
く
清
ら
に
て
間
は
せ
た
ま
ふ
に
、
［使

い
は
］
い
と
か
た
じ
け
な
く
な
り
て
、
「宇
治
の
わ
た
り
に
お

は
し
ま
す
と
ぞ
承
る
」
と
。
φ

８
位

「宇
治
の
い
づ
く
の
ほ

ど
ぞ
」
φ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（と
、
巻
三
、
二
五
〇
頁
）

四

・
三

。
一

〈
バ
話
文
の
前

（
一
四
）
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
前
に
成
分
が
な
い
例
は
、
『
竹
取
』
『
う

つ
ほ
』
以
外
の
作
品
に
多
い
。
こ
の
点
で
、
四

。
一
節
に
お
い
て
確
認
ｔ
た
、

通
達
動
詞
の
分
布
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
一
七
）
　
　
　
　
　
　
　
会
話
文
　
　
　
一則
な
し

竹
取
　
　
　
　
　
一
九
二
　
　
　
一
一八
　
（
一
五
％
弱
）

う

つ
ほ
　
　
　
　
八
三
二
　
　
一
四
〇
　
（
一
七
％
弱
）



落
窪
　
　
　
　
一
一
四

一　
　
四
九
七
　
（四
四
％
弱
）

和
泉
式
部
　
　
　
　
八
〇
　
　
　
七
〇
　
（八
八
％
弱
）

源
氏
　
　
　
　
一
一
一〇
四
　
　
エハ
一
一

（五

一
％
弱
）

寝
覚
　
　
　
　
　
五
九
四
　
　
一
一四

一

（四

一
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
　
一
一四

一　
　
　
七
七
　
（三
二
％
弱
）

四

・
三

・
二
　
会
話
文
の
後

（
一
五
）
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
後
に
成
分
が
な
い
例
は
、
『
う
つ
ほ
』
に

多
い
。
『和
泉
式
部
』
や

『源
氏
』
な
ど
、
会
話
文
の
前
に
成
分
の
な
い
例

が
比
較
的
多
い
作
品
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
会
語
文
の
後
に
何

ら
か
の
成
分
が
現
れ
る
。

（
一
八
）

竹
取

う

つ
ほ

落
窪

和
泉
式
部

源
氏

寝
覚

と
り
か

へ

四

。
四
　
引
用
標
識
と
動
詞
の
接
続

「―
と
」
や

「―
な
ど
」
と
い
っ
た
引
用
標
識
と
動
詞
の
間
に
、

補
語
、
副
詞
な
ど
を
挟
む
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

（
一
九
）
　

〔少
Ｅ

「
こ
れ
参
れ
」
と
女
君
に
参
り
た
ま

へ
ど
、
恥
ぢ
て
参

ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（落
、
巻

一
、
五
〇
頁
）

（
二
〇
）
　

〔式
部
番

「
さ
て
、
い
と
久
し
く
罷
ら
ざ
り
し
に

［
・
・
・
］
さ

す
が

に
口
疾
く
な
ど
は
侍

り
き
」
と
し
づ
し
づ
と
申

せ
ば

Ｔ

・
・
］
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
、
帯
木
、　
一
、
八
八
頁
）

引
用
標
識
と
動
詞
が
直
接
し
な
い

（
一
九
）
公
一〇
）
の
よ
う
な
例
は
、　
一

一
世
紀
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
作
品
に
多
い
。
量
的
分
布
を
次
に
示
す

（％

は
非
直
接
／
直
接
の
値
）
。

（
一
一
一
）

竹
取

う

つ
ほ

落
窪

和
泉
式
部

源
氏

寝
覚

と
り
か

へ

五
　
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界

五

・
一　

境
界
が
明
確
な
類
型

四

・
二
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
『竹
取
』
に
は
、
会
話
文
の
前
に
通
達

動
詞
が
現
れ
、
か

つ
、
そ
の
主
語
を
明
示
す
る
例
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
例

は
会
話
文
の
後
が
簡
素
で
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
主
語
、
補
語
、
副
詞
な
ど

を
挟
ま
ず

（
四

・
四
節
参
照
）
、
引
用
標
識
＋
通
達
動
詞
と
な
る
も
の
が
大

会
話
文

一
九
二

八
三
二

一　
一
四

一

八
〇

一
二
〇
四

五
九
四

二
四

一

後
な
し

一
五

三
三
〇

五
〇一

一
エハ

一
一
一二

八
％
弱
）

四
〇
％
弱
）

四
％
強
）

一
％
強
）

一
％
強
）

四
％
弱
）

一
％
弱
）

直
接

　
　
非
直
接

一
四
七
　
　
　
一
〇

一一一一一一
一　
　
　
一
一
一

七
六
八
　
　
　
八
八

五
二
　
　
　
一
一

七
八
六
　
　
一
七
三

二
五
五
　
　
一
〓
一五

一
五
三
　
　
　
一二
八

（　
七
％
弱
）

（　
六
％
強
）

（
一
一
％
強
）

（
二

一
％
強
）

（
三
二
％
強
）

（
三
八
％
強
）

（
二
五
％
弱
）



半
を
占
め
る
。

（三
二
）
　

制
割
Ｊ
引
割
引
ｄ
刊
淵
＝
酬
劃
湖
∃
翻
劉
コ
リ
例
利
劃
劃
、
『
多

く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
逢
は
ざ
な
る
か
ぐ
や
姫
は
、

い
か
ば
か
り
の
女
ぞ
』
と
、
罷
り
て
見
て
参
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（竹
、
五
六
頁
）

（三
二
）
の
よ
う
な
例
は

『
う
つ
ほ
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
品
に
特

徴
的
な
の
は
、
会
話
文
の
後
に
成
分
が
現
れ
な
い
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る

（四

・
〓
丁

一
一一即
参
照
）。

（二
三
）
　

対
日
州
ｄ
洲
耐
列
割
烈
判
）

「
な
ど
か
、
涼
み
に
は
出
で
た
ま

は
ざ
り
つ
る
。
Ｔ

・
・
］
闇
の
夜
の
錦
と
か
言
ふ
や
う
も
な

む
」
φ
。
　
　
　
　
　
　
　
（う
、
祭
の
使
ひ
、
四
六
九
頁
）

た
だ
し
、
『竹
取
』
に
せ
よ

『
う
つ
ほ
』
に
せ
よ
、
地
の
文
が
会
話
文
の
前

で
完
結
す
る
点
で
は
等
し
い
。
会
話
文
も
、
文
末
の
述
語
が
終
止
法

（終
止

形
、
お
よ
び
、
係
助
詞
に
呼
応
し
た
連
体
形

・
己
然
形
）
だ
っ
た
り
、
終
助

詞
を
接
続
さ
せ
た
り
す
る
の
で
、
地
の
文
と
の
境
界
が
明
瞭
で
あ
る
。

五

・
二
　
境
界
が
不
明
確
な
類
型

一
方
、
『源
氏
』
以
降
の
作
品
に
お
い
て
は
、
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界

が
は

っ
き
り
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。
両
者
の
境
界
の
曖
昧
性
は
、
前
掲

（三
）
の
他
、
次
の
よ
う
な
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

（二
四
）
　

［八
の
宮
は
］
か
の
阿
闇
梨
の
住
む
寺
の
堂
に
移
ろ
ひ
た
ま
ひ

て
ヽ
ｕ
団
り
口
‘
料
事
郡
‘
だ
部
邸
。
［
・
・
上

［薫
は
］
忍

び
た
ま
へ
ど
、
御
け
は
ひ
じ
る
く
聞
き
つ
け
て
、
宿
直
人
め
く

男
、
な
ま
か
た
く
な
し
き
出
で
来
た
り
。
署
直
△

「
し
か
じ
か

な
ん
籠
も
り
お
は
し
ま
す
。
御
消
息
を
こ
そ
聞
こ
え
さ
せ
め
」

と
申
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
、
橋
姫
、
五
、　
〓
二
七
頁
）

公
一五
）
　

母
上

［四
の
君
を
］
い
み
じ
と
見
た
て
ま

つ
り
た
ま
ひ
て
、

「
か
く
な
ん
」
と

［右
大
臣
に
］
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

（と
、
巻
三
、
二
六
八
頁
）

（二
四
）
公
一五
）
に
お
い
て
は
、
会
話
文
中
の
指
示
詞

（傍
線
部
）
が
、
地

の
文
の
内
容

（波
線
部
）
を
承
け
て
い
る
。
作
中
人
物
で
あ
る
聞
き
手
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
話
し

手

（
こ
ち
ら
も
作
中
人
物
）
の
発
話
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
叫
。
こ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
話
し
手
の
視
点
に
忠
実
な
直
接
話
法
と
、
引
用
者
の

視
点
が
反
映
さ
れ
た
間
接
話
法
の
別
で
あ
る
。
公
一四
）
公
一五
）
の
傍
線
部

に
は
、
引
用
者
で
あ
る
語
り
手
の
視
点
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
会
話
文

は
間
接
話
法
の
も
の
と
言
え
る
。

個
々
の
現
象
を
完
全
に
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
間
接
話
法
の
会
話

文
は
、
会
語
文
と
地
の
文
の
境
界
が
不
明
確
な
場
合
に
の
み
見
出
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

工（
　
結
論

本
稿
で
は
、
会
話
文
の
前
後
の
形
式
を
調
査

。
分
析
し

（四
節
）
、
地
の

文
と
の
境
界
に
つ
い
て
考
察
し
た

（五
節
）
。
そ
の
結
果
、
会
話
文
と
地
の

文
の
境
界
に
関
し
て
言
え
ば
、
中
古
和
文
に
は
次
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



（二
六
）

ａ
　
境
界
が
明
確
な
類
型

（直
接
話
法
型
）

［地
の
文
］
［会
話
文
］
［地
の
文
］
［会
話
文
］
…

ｂ
　
境
界
が
不
明
確
な
類
型

（間
接
話
法
型
？
）

〓
会
話
文
］
地
の
文
］
〓
会
話
文
］
地
の
文
］
…

（
二
六

ａ
）
の
会
語
文
は
、
直
接
話
法
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
公
一

六
ｂ
）
の
会
話
文
に
は
、
直
接
話
法
の
も
の
と
間
接
話
法
の
も
の
が
混
在
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
公
一四
）
公
一五
）
参
照
）
。

注（１
）

工
藤

（
一
九
九
五
）
の
用
語
で
言
え
ば
、
「
は
な
し
あ
い
の
テ
ク
ス
ト
」

と

「か
た
り
の
テ
ク
ス
ト
」。

（２
）

地
の
文
は
全
て
語
り
と
見
て
よ
い
が
、
会
話
文
が
常
に
会
話
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
会
話
文
の
例
は
、
テ
ク
ス
ト
的
に
は

語
り
に
あ
た
る
。

（
イ

）

〔明
石
の
入
道
の
使
者
↓
尼
君
〕
フ

」
の

御

文

書

き

た

ま

ひ

て
、

三

日

と

い

ふ

に
な
む
、
か
の
絶
え
た
る
峰
に
移
ろ
ひ
た
ま
ひ
に
し
。
Ｔ

・
・
］

皆
帰
し
た
ま
ひ
て
、
僧

一
人
、
童
二
人
な
む
御
供
に
は
せ
た
ま
ふ
。

［
・
・
・
］
年
頃
、
お
こ
な
ひ
の
隙
々
に
寄
り
臥
し
な
が
ら
か
き
鳴

ら
し
た
ま
ひ
し
琴
の
御
琴
、
琵
琶
取
り
寄
せ
た
ま
ひ
て
、
か
い
調
べ

た
ま
ひ
つ
つ
、
仏
に
罷
り
申
し
た
ま
ひ
て
な
む
、
御
堂
に
施
入
し
た

ま
ひ
し
。
Ｔ

・
・
〓

な
ど

［
・
・
・
］

（源
、
若
菜
上
、
四
、　
一
一
七
頁
）

（３
）

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
頭
注

Ｌ
絵
に
…
似
た
る
か
な
」
を
地
の
文

と
す
る
説
や
、
ま
た

「
は
る
か
に
霞
み
わ
た
り
て
…
」
以
下
を
源
氏
の
言
葉

と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
地
の
文
か
ら
作
中
人
物
の
会
話
文
に
お
の
ず
か
ら

移
行
し
て
い
く
趣
。
こ
れ
も
物
語
文
の
特
徴
の

一
つ
。

（４
）

遠
藤

（
一
九
五
三
）、
池
田

（二
〇
〇
二
）
か
ら
、
和
歌
と
地
の
文
の
境

界
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
会
話
文
と
地
の
文
を

（さ
ら
に
は
和
歌
や
心
内
話
文
も
）
意
識
的

に
区
別
す
る
写
本
も
存
在
す
る

（本
誌
所
収
の
加
藤
昌
嘉
氏
の
論
孜
を
参

照
）。

（５
）

調
査
範
囲
は
次
の
と
お
り
。
必
ず
し
も
全
巻
調
査
で
は
な
い
が
、
こ
の
こ

と
が
原
因
で
、
本
稿
の
主
張
が
覆
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

『竹
取
』
…
全
編
　
　
　
　
　
　
　
『
う
っ
ほ
』
…
藤
原
の
君
～
吹
上
下

『落
窪
』
‥
全
巻
　
　
　
　
　
　
　
『源
氏
』
…
桐
壺
～
少
女

『和
泉
式
部
』
…
全
編
　
　
　
　
　
『寝
覚
』
…
全
巻

『と
り
か
へ
』
…
巻
三
、
四

な
お
、
底
本
の
書
写
年
代
は

一
貫
し
て
お
ら
ず
、
『竹
取
』
な
ど
は
近
世

以
降
の
写
本
で
あ
る
。
書
写
年
代
の
言
語
感
覚
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
が

（
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
本
誌
所
収
の
加
藤
昌
嘉
氏
の
論
孜
を
参

照
）、
推
定
年
代
の
方
を
重
視
し
た
。

（６
）

こ
の
時
代
、
ク
語
法
は
す
で
に
生
産
性
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
彗
』
は
く
」

な
ど
の
例
は
求
め
る
べ
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
同
様
の
表
現
は
、
冨
口
ふ
や

う
」
や
準
体
節
で
代
用
可
能
で
あ
る
か
ら
、
通
達
名
詞
の
不
使
用
と
ク
語
法

の
衰
微
は
関
係
し
な
い
。

（７
）

な
お
、
『竹
取
』
『
う
つ
ほ
』
以
外
の
作
品
に
お
い
て
は
、
会
話
文
の
後
に

通
達
動
詞
を
と
る
例
が
大
半
を
占
め
る
。
具
体
的
な
数
値
は
次
の
と
お
り
。

（
口
）　
　
　
　
　
　
　
　
会
話
文
　
　
　
後
に
通
達

竹
取
　
　
　
　
一
九
二
　
　
　
一
四
三
　
（七
四
％
強
）

う
つ
ほ
　
　
　
八
三
二
　
　
　
一壬
二
九
　
（四

一
％
弱
）

落
窪
　
　
　
一
一
四

一　
　
　
七
二

一

（六
三
％
強
）

和
泉
式
部
　
　
　
八
〇
　
　
　
　
エハ
一

（七
六
％
強
）

源
氏
　
　
　
一
一
一〇
四
　
　
　
八
三
五
　
（六
九
％
強
）

寝
覚
　
　
　
　
五
九
四
　
　
　
四
九
〇
　
（八
二
％
強
）



と
り
か
へ
　
　
一
一四

一　
　
　
一
五
二
　
（六
三
％
強
）

（８
）

会
話
文
を
承
け
る
の
は
、
必
ず
し
も
通
達
動
詞
に
限
ら
な
い
の
で

（７
・

と
泣
く
」
７

と
恥
ぢ
ら
ふ
」
な
ど
）、
対
象
を
動
詞

一
般
に
広
げ
た
。

（９
）

次
の
例
に
お
け
る
ソ
・
サ
系
指
示
詞
は
、
実
際
の
発
話
に
お
い
て
は
、
別

の
形
式
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
ハ
）
昼
つ
方
、
小
さ
き
童
、
都
ら
都
郡
ポ
が
獄
嶺
祭
郵
椰
窮
引
「
猟
贅
在
日
ヽ

ノｊ、～
部
黙
駁
曇
烈
扁
郷
冨
『
？
嗜
料
劉
、
都
忍
■
十‐烈
劉
郷
】
ョ
引
コ
凝
あ

，^，安
０
へ～
で
ヽ
奥
な
く
走
り
参
る
、
女
君
に
奉
れ
ば
、
管
↓
童
女
琶

「
そ
れ
は
い
づ
く
よ
り
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
（源
、
浮
舟
、
六
、　
一
〇

九
頁
）

（
ハ
）
の

「
そ
れ
」
は
、
聞
き
手
領
域
を
指
示
し
て
い
る
と
も
、
先
行
文
脈

と
照
応
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

（ち
な
み
に
、
ソ
・
サ
系
指
示
詞
の
主

用
法
は
文
脈
照
応
）
。
聞
き
手
領
域
は
、

（
二
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

「
こ
れ
は
い
か
な
る
も
の
ど
も
ぞ
」
と
御
心
驚
か
れ
て
、
君
大
臣
↓
尚

侍
の
己

「
か
れ
は
誰
が
ぞ
。
気
色
異
な
る
も

の
の
さ
ま
か
な
。

［
・
・
二
」
と
の
た
ま
ふ
に
ぞ
、
う
ち
見
返
り
て
、
我
も
見

つ
け
た

ま
へ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
、
賢
木
、
二
、　
一
四
五
頁
）

の
よ
う
に
、
力

・
ア
系
指
示
詞
に
よ
っ
て
も
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

（
ハ
）
の

「
そ
れ
」
が
、
実
際
の
発
話
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な

い

（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
梅
友

『
源
氏
物
語
講
読
』
上

。
中

・
下

（武
蔵
野
書
院
）
が
指
摘
し
て
い
る
）
。

出
典

『
竹
取
物
語
』
（九
世
紀
末
～

一
〇
世
紀
初
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
８

竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中
物
語
』
、
小
学
館
、　
一
九
九
四

年
、
片
桐
洋

一

（校
注
）
、
底
本
＝
古
活
字
十
行
甲
本

『
う
つ
ほ
物
語
』
貧

〇
世
紀
後
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１４
～
‐６
　
う
つ

ほ
物
語
』
、
小
学
館
、　
一
九
九
九
～
二
〇
〇
二
年
、
中
野
幸

一
（校
注
）、
底

本
＝
尊
経
閣
文
庫
蔵
前
田
家
各
筆
本

『落
窪
物
語
』
２

０
世
紀
後
）
…

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
１８
　
落
窪
物
語
　
住

吉
物
語
』
、
岩
波
書
店
、　
一
九
八
九
年
、
藤
井
貞
和

。
稲
賀
敬

一
（校
注
）、

底
本
＝
九
条
家
本

『源
氏
物
語
』
２

一
世
紀
初
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２０
～
２５
　
源
氏
物

語
』
、
小
学
館
、　
一
九
九
四
～
九
八
年
、
阿
部
秋
生

。
秋
山
虔

・
今
井
源

衛

・
鈴
木
日
出
男

（校
注
）、
底
本
＝
伝
明
融
筆
臨
模
本

。
大
島
本

・
伝
定

家
筆
本

『和
泉
式
部
日
記
』
貧

一
世
紀
初
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２６
　
和
泉
式

部
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日
記
　
讃
岐
典
侍
日
記
』
、
小
学
館
、　
一
九

九
四
年
、
藤
岡
忠
美

（校
注
）、
底
本
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

『夜
の
寝
覚
』
２

一
世
紀
中
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２８
　
夜
の
寝
覚
』
、

小
学
館
、　
一
九
九
六
年
、
鈴
木

一
雄

（校
注
）、
底
本
＝
松
平
文
庫
蔵
本

『と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
２

一
一世
紀
末
？
）
…

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
２６
　
堤

中
納
言
物
語
　
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
、
岩
波
書
店
、　
一
九
九
二
年
、
今
井

源
衛

・
森
下
純
昭

・
辛
島
正
雄

（校
注
）、
底
本
＝
陽
明
文
庫
本

『嶼
江
入
楚
』
２

五
九
八
）
…

『眠
江
入
楚
　
自

一
桐
壺
至
十

一
花
散
里
』
、
武

蔵
野
書
院
、　
一
九
八
四
年
、
中
野
幸

一
（編
）、
底
本
＝
国
会
図
書
館
蔵
本

（寛
永
二
〇
年
飛
鳥
井
雅
章
筆
本
、
旧
三
条
西
家
蔵
本
）
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